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１．はじめに
2013 年 4 月 13 日 5 時 33 分に淡路島付近を震源とす

る気象庁マグニチュード（以下 M と記す）6.3 の地震が
発生した 1） ．淡路市で震度 6 弱を観測したほか，近畿地
方を中心に中部地方から九州地方にかけて有感となった
2）．この地震による負傷者は 35 人，被害住宅は 8,414 棟
に上った 3） ．

２．余震分布
1976 年までさかのぼって，京都大学防災研究所と気

象庁の読み取り値をマージしたものに，1997 年からの
一元化震源データの読み取り値と，九州大学大学院理学
研究院，東京大学地震研究所および京都大学防災研究
所による余震臨時観測点を含む 2013 年 4 月～ 5 月の京
都大学防災研究所による読み取り値を加えたデータセッ
トに対して，連結震源決定法 4） による再決定を行った．

図 1 に 示 すように，2013 年 淡 路 島 付 近 の 地 震 は，
1995 年兵庫県南部地震（M7.3）の余震域の南西端付近
で発生した．本震のメカニズム解はほぼ東西方向に P
軸をもつ逆断層型である．図 2 に示す余震分布の東西断
面図からわかるように西下がりの節面が本震の断層面で
ある．

３．余震の発震機構
本震以降，5 月 9 日までの余震約 350 個について，P

波初動の押し引きから Maeda et al. （1992） 5） の方法によ
り発震機構を求めた．それらのうち 4 象限型で押し引き
分布を説明できている割合（スコア値）が高く，解の任
意性が少ない等の条件を満たす精度の良いもの 90 個に
ついて解析を行った．

図 3はこれら90 個の余震のP 軸の方位分布を示すロー
ズダイヤグラムである．全体として東西方向の圧縮が卓
越しているが，北東方向に向くものが少なからず存在し
ていることがわかる．図 4 は Frohlich （1992） 6） に従って
断層タイプの分布を三角形のダイヤグラムにプロットし
たものである．逆断層型，横ずれ断層型，およびそれら
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図1　�淡路島付近の震央分布．2013年淡路島付近の地震の
余震を黒丸で示す．白抜きの黒丸は本震であり，その
メカニズム解を左上に示す．赤丸は2013年 4月13日
より前の地震であり，白抜きの星印は1995年兵庫県
南部地震の本震である．地震観測点を三角で示す．こ
のうち青三角は臨時点である．活断層を緑線で示す． 図3　余震のP軸方位の10度毎の頻度分布．

図２　�淡路島付近の震源分布の東西断面図．図1の点線の四
角の範囲の地震をプロットした．2013 年淡路島付近
の地震の余震を黒丸で示す．白抜きの黒丸は本震であ
る．赤丸は2013年 4月13日より前の地震である．
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の中間に位置する様々なタイプが混在している．図 5 は
断層型で分類した震央を P 軸方位とともに地図上に示
したものである．断層型の分類は，Katao et al. （1997） 7） 

に従った．全体としては，東西圧縮の逆断層型と横ずれ
断層型が混在している．少数ながら正断層型のものも見
受けられる．矢印で示されている本震の南東に，P 軸が
北東—南西方向を向いた逆断層型が多数存在しているの
が特徴的である．

４．おわりに
2013 年淡路島付近の地震（M6.3）は，1995 年兵庫

県南部地震（M7.3）の余震域の南西端付近で発生した．
ほぼ南北の走向をもつ西下がりの高角な断層面が逆断
層運動をしたと考えられる．したがって，この地震は，
1995 年兵庫県南部地震の断層とは斜交する長さ 10 km
程度の断層によって引き起こされたことになる．

余震の発震機構では，P 軸の方位にかなりの幅があり，
逆断層型と横ずれ断層型，およびそれらの中間型が混在
している．これは，この地震の震源域の応力場が不均質
であった可能性を示唆する．上述のように，この地震は，
1995 年兵庫県南部地震の断層の終端付近に位置するの
で，震源域は不均質で高い応力状態にあったと考えられ
る．実際，この地震の発生前の震源域の b 値は 0.72 と
小さく，震源域の応力が高かったことが示唆される．
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図４　Frohlich�（1992）6）の方法で示す断層型の分布．

図５　�断層型とP軸方位の分布．震央が黒丸のものは横ずれ
断層，白丸◯のものは逆断層，網掛け丸のものは正断層．
震央に付した「バー」はP軸の方位を表す．太い矢印
は本震を表す．




